

























































髙 良 英 一
TAKARA Eiichi
者さんやご家族が病気を克服するために“協
働の医療”を推進するなかで、患者さんが病
気や治療への理解を深めるための場を提供す
ることが目的である。その新しい形の患者図
書室は全国50ヶ所の医療施設に設置・普及を
目指した。
沖縄赤十字病院は早々にそのプロジェクト
に応募し、厳しい審査を経て新病院開設と同
時に患者図書室―健康への架け橋―の開設を
援助していただいた。医師は患者さんやご家
族にわかりやすく病状、治療計画、予後など
を説明しても、実際のところは十分理解され
ていないことが多い。患者さんは不安を抱え
る中でインターネットが発達した今日でも医
学情報をどこで、どのように入手できるのか、
またそれぞれが必要としている情報か否かも
分からないことが多い。「医療の質に関する研
究会」は患者さんたちに理解しやすい書籍を
選択してあり、インターネット検索も可能な
システムを構築してある。さらに患者図書室
を利用する方々のためにリラックスできる環
境と専属図書室司書を配置することを義務付
けている。現在当院では一日平均約22名の方
が外来の待ち時間や診察終了後に司書のアド
バイスも得ながら患者図書室を利用してい
る。患者さんにとっては司書の適切な指導に
加えてわかりやすく書かれた活字やイラスト
を直接目にすることによって病気の理解につ
ながっている印象である。このように患者さ
んとご家族に対して積極的に医療関連情報を
提供する場としての患者図書室を充実させる
ことは病院の重要な役割の一つであると思
う。患者図書室は「医療の質に関する研究会」
が目指した医療従事者と患者・家族が病気の
克服のために“協働の医療”の実践に必要な
場であり今後その活用をさらに工夫、発展さ
せるべきと考えている。
この度は日赤図書室協議会設立20周年おめ
でとうございます。さらなるご発展をご期待
申し上げます。
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